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(57)【要約】
【課題】シールドシェル内でのハウジングのがたつきが
抑制され、組み付け作業性にも優れるシールドコネクタ
。
【解決手段】互いに嵌合する第１ハウジングおよび第２
ハウジングがシールドシェルにより覆われたシールドコ
ネクタであって、前記シールドシェルは、前記第１ハウ
ジングを覆う第１シェルの第１接続部と、前記第２ハウ
ジングを覆う第２シェルの第２接続部とが導電性の締結
部材により導通接続されてなり、前記第１ハウジングは
前記第１シェルに固定される第１固定部を備え、前記第
２ハウジングは前記第２シェルに固定される第２固定部
を備え、前記第１固定部および前記第２固定部が、前記
第１接続部および前記第２接続部の間に挟まれた状態で
前記締結部材により共締めされている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに嵌合する第１ハウジングおよび第２ハウジングがシールドシェルにより覆われたシ
ールドコネクタであって、
　前記シールドシェルは、前記第１ハウジングを覆う第１シェルの第１接続部と、前記第
２ハウジングを覆う第２シェルの第２接続部とが導電性の締結部材により導通接続されて
なり、
　前記第１ハウジングは前記第１シェルに固定される第１固定部を備え、前記第２ハウジ
ングは前記第２シェルに固定される第２固定部を備え、
　前記第１固定部および前記第２固定部が、前記第１接続部および前記第２接続部の間に
挟まれた状態で前記締結部材により共締めされているシールドコネクタ。
【請求項２】
前記第１固定部および前記第２固定部には導電性のカラーが設けられており、前記締結部
材は前記カラーを貫通している請求項１に記載のシールドコネクタ。
【請求項３】
前記第１固定部および前記第２固定部は、前記第１ハウジングおよび前記第２ハウジング
の嵌合方向と交差する方向に立ち上がって設けられている請求項１または請求項２に記載
のシールドコネクタ。
【請求項４】
前記第１接続部または前記第２接続部の少なくとも一方側に、前記嵌合方向に沿って延び
て前記第１固定部および前記第２固定部の周囲を覆う遮蔽部が設けられている請求項３に
記載のシールドコネクタ。
【請求項５】
前記締結部材の締結部が被締結部に締結される以前の状態において前記第１ハウジングお
よび前記第２ハウジングを抜け止め状態に保持する仮係止機構を備えている請求項１ない
し請求項４のいずれか一項に記載のシールドコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される技術は、シールドコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コネクタハウジングをシールドシェルによって覆うことで、ノイズの漏洩を防止
するようにしたシールドコネクタが知られている。この種のシールドコネクタにおいては
、一対のコネクタハウジングのそれぞれにシールドシェルを装着し、これらの各シールド
シェルを各コネクタハウジングに対して例えば係止爪によるロック構造やボルト締結等に
より固定するとともに、一対のコネクタハウジングの嵌合後に、各シールドシェル同士を
例えばボルト締結等により固定して導通接続を図る構成とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８６４６１号公報
【特許文献２】特開２０１５－８２４６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、各シールドシェルを係止爪によるロック構造等により各コネクタハウジングに
固定した場合には、車両走行時の振動等によりシールドシェル内でハウジングががたつく
場合があり、接続信頼性が損なわれるという問題がある。また、各シールドシェルをボル
ト締めにより各コネクタハウジングに固定する構成では、シールドシェルとコネクタハウ
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ジングとの間のがたつきは抑制されるが、組み付け作業においてボルト締めを複数回行わ
なければならず、部品点数が増加するとともに、組み付け作業に手間がかかるという問題
がある。
【０００５】
　本明細書に開示される技術は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、シ
ールドシェル内でのハウジングのがたつきが抑制され、組み付け作業性にも優れるシール
ドコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書に開示される技術は、互いに嵌合する第１ハウジングおよび第２ハウジングが
シールドシェルにより覆われたシールドコネクタであって、前記シールドシェルは、前記
第１ハウジングを覆う第１シェルの第１接続部と、前記第２ハウジングを覆う第２シェル
の第２接続部とが導電性の締結部材により導通接続されてなり、前記第１ハウジングは前
記第１シェルに固定される第１固定部を備え、前記第２ハウジングは前記第２シェルに固
定される第２固定部を備え、前記第１固定部および前記第２固定部が、前記第１接続部お
よび前記第２接続部の間に挟まれた状態で前記締結部材により共締めされている。
【０００７】
　このような構成によれば、第１シェルおよび第２シェルは、それぞれ、第１ハウジング
の第１固定部、および、第２ハウジングの第２固定部に対して締結部材を締結することに
より取り付けられているから、各シェルとハウジングとの間でがたつきが生じ難い。また
、第１ハウジングおよび第２ハウジング間も締結部材により締結されることとなるから、
ハウジング間の嵌合もより強固なものとなり、耐振性が向上する。しかも、従来のように
、各シェルを各ハウジングに別々の締結部材により取り付け、その後、シェル同士をさら
に別の締結部材により組み付ける構成と比較して、締め付け作業が一度で済むから、作業
性に優れる。
【０００８】
　上記シールドコネクタは、以下の構成を備えていてもよい。
【０００９】
　第１固定部および第２固定部には導電性のカラーが設けられており、締結部材はカラー
を貫通している構成としてもよい。
【００１０】
　このような構成によれば、第１シェルと第２シェルとは、導電性の締結部材を介しての
みならず、カラーを介しても導電性が確保されることとなるから、シールド性能の信頼性
を向上させることができる。
【００１１】
　第１固定部および第２固定部は、第１ハウジングおよび第２ハウジングの嵌合方向と交
差する方向に立ち上がって設けられている構成としてもよい。
【００１２】
　このように構成によれば、シールドコネクタの構成および組み付け作業性を比較的簡単
にすることができる。
【００１３】
　第１接続部または第２接続部の少なくとも一方側に、嵌合方向に沿って延びて第１固定
部および第２固定部の周囲を覆う遮蔽部が設けられている構成としてもよい。
【００１４】
　このような構成によれば、締結部材により締結される部分の周囲は、遮蔽部によって覆
われるから、シールド性能の信頼性をより向上させることができる。
【００１５】
　締結部材の締結部が被締結部に締結される以前の状態において、第１ハウジングおよび
第２ハウジングを抜け止め状態に保持する仮係止機構を備えていてもよい。
【００１６】
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　このような構成によれば、締結作業が行われる以前に第１ハウジングおよび第２ハウジ
ングが離脱することが抑制されるから、組み付け作業性が向上する。
【発明の効果】
【００１７】
　本明細書に開示される技術によれば、シールドシェル内でのハウジングのがたつきが少
なく、組み付け作業性に優れるシールドコネクタが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】一実施形態のシールドコネクタの嵌合前の斜視図
【図２】シールドコネクタの嵌合状態の斜視図
【図３】同じく嵌合前の縦断面図
【図４】同じく仮嵌合の縦断面図
【図５】同じく嵌合状態の縦断面図
【図６】雄側コネクタの分解斜視図
【図７】雄側コネクタの正面図
【図８】雄側コネクタの背面図
【図９】雌側コネクタの分解斜視図
【図１０】雌側コネクタの正面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　一実施形態を図１ないし図１０によって説明する。
【００２０】
　本実施形態のシールドコネクタＣは、互いに嵌合する雄側コネクタ１０と雌側コネクタ
６０とを備える。このシールドコネクタＣは、例えば電気自動車やハイブリッド車等のエ
アコン等に電力を供給するものである。以下、各構成部材において、両コネクタ１０，６
０における嵌合面側を前方とし、また、図３の上側を上方、下側を下方として説明する。
【００２１】
　雄側コネクタ１０は、図６に示すように、合成樹脂製の雄側ハウジング１１（第１ハウ
ジングの一例）と、この雄側ハウジング１１を覆う導電性の雄側シェル３０（第１シェル
の一例）と、シールド電線５０に接続された雄側端子４０と、インターロック端子４５と
、を備えてなる。
【００２２】
　雄側ハウジング１１は、内部に一対の雄側端子４０を収容するキャビティ１３を備えた
端子収容部１２を有する。端子収容部１２は幅方向に長い断面長円形状とされており、図
７に示すように、一対の雄側端子４０が幅方向に並べて配されるとともに、一対のインタ
ーロック端子４５およびこれらのインターロック端子４５と接続される一対の中継端子４
６が、幅方向の一端側において上下方向に並んで、一列に配されている。
【００２３】
　雄側端子４０は前後方向に細長い形状をなし、後端はシールド電線５０に接続され、前
方側は、雌側コネクタ６０の雌側端子９０に電気的に接続されるタブ状の端子接続部４１
とされている。雄側端子４０は、ランスによりキャビティ１３内に抜け止め保持されてい
る（図３参照）。
【００２４】
　インターロック端子４５は、雄側コネクタ１０および雌側コネクタ６０の正規嵌合に伴
って、後述する雌側コネクタ６０に保持されたショート端子９５と接続される。インター
ロック端子４５とショート端子９５とが接続状態になるとインターロック回路がＯＮ状態
になり、雄側コネクタ１０に接続された機器の回路が導通可能とされ、インターロック端
子４５とショート端子９５とが非接続状態になるとインターロック回路がＯＦＦ状態にな
り、機器の回路が遮断される。
【００２５】
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　図３に示すように、端子収容部１２のうちキャビティ１３の後方側には、シールド電線
５０が収容される一対の電線挿通孔１４が連設されている。シールド電線５０にはゴム栓
５１が外嵌されており、このゴム栓５１の複数条の外側リップが電線挿通孔１４の内周面
に密着することにより、シールド電線５０の外周面と電線挿通孔１４の内周面との間が液
密状にシールされ、電線挿通孔１４の内部への浸水が抑制されるようになっている。
【００２６】
　端子収容部１２の前方には、キャビティ１３から突出した一対の雄側端子４０の端子接
続部４１を包囲する雄側フード部１５が設けられている。この雄側フード部１５は、図３
および図６に示すように、端子収容部１２の外面と連なって前方に向けて伸びる外側フー
ド部１５Ａと、この外側フード部１５Ａの径方向における内側において一対のタブ状の端
子接続部４１を個別に包囲する一対の内側フード部１５Ｂと、を備えている。内側フード
部１５Ｂは、端子収容部１２の前面から前方に向けて延びており、その先端は外側フード
部１５Ａの先端より前方に突出している。また、その上面および下面は外側フード部１５
Ａと一体化されている。
【００２７】
　また、端子収容部１２の前面には、これらの一対の内側フード部１５Ｂに並んで、後述
するショート端子９５を受け入れるインターロック用ハウジング４３が装着されるハウジ
ング装着部１６が設けられている。ハウジング装着部１６には、一対の中継端子４６が保
持されている。
【００２８】
　外側フード部１５Ａの先端縁と、この先端縁から所定寸法隔てた後方側であって、端子
収容部１２の前面に相当する位置には、外周面の全周にわたって径方向の外側に向けて立
ち上がる一対の第１リブ１８Ａおよび第２リブ１８Ｂが設けられている。これら一対のリ
ブ１８Ａ，１８Ｂの間の凹状の部分は、雄側シールリング２０を嵌め入れるシールリング
嵌着部１９とされている。このシールリング嵌着部１９に嵌着された雄側シールリング２
０が後述する雌側ハウジング６１の雌側フード部６５（径大部６５Ｂ）の内側に密着する
ことで、雄側コネクタ１０と雌側コネクタ６０との間の防水性が図られるようになってい
る（図５参照）。
【００２９】
　端子収容部１２の上面および下面の後端縁には、雄側シェル３０を保持するための一対
のロックアーム２１が設けられている。ロックアーム２１は雄側ハウジング１１の後方側
から雄側シェル３０が外嵌されるのに伴って端子収容部１２の径方向の内側に撓み変形し
、雄側シェル３０が正規位置に達した際に弾性復帰してその先端側に設けられた係止爪２
１Ａが雄側シェル３０の後端縁に設けられた切欠部（図示せず）内の縁部に係止するよう
になっている。これら一対のロックアーム２１は、端子収容部１２の幅方向において異な
る位置に設けられている（図８参照）。また係止爪２１Ａは、雄側シェル３０（後方筒状
部３２）の切欠部内の縁部に係止した際に、その突出端が後方筒状部３２の外面から外側
に突出しない高さに設定されている。
【００３０】
　また、端子収容部１２の下面には、図３および図７に示すように、第２リブ１８Ｂの背
面に連なって第２リブ１８Ｂより下方に張り出すとともに、前後方向における電線挿通孔
１４付近まで延びるやや幅広のガイド部２２が設けられている。ガイド部２２は、雄側ハ
ウジング１１に雄側シェル３０を外嵌させる際に、後述する雄側シェル３０のガイド凹部
３５に進入して嵌合姿勢をガイドするものである。
【００３１】
　また、ガイド部２２の先端の幅方向の中央には、下方に突出する係止爪２３が設けられ
ている。係止爪２３は、雄側コネクタ１０に雌側コネクタ６０を嵌合する嵌合途中におい
て、後述する雌側ハウジング６１を抜け止め状態に保持するものである。
【００３２】
　さて、本実施形態の雄側ハウジング１１は、雄側シェル３０と固定するとともに雌側ハ
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ウジング６１との嵌合状態を保持するための雄側固定部２５（第１固定部の一例）を備え
ている。雄側固定部２５は、第２リブ１８Ｂの背面に連なって端子収容部１２の上面から
径方向の外側（上方）に向けて立ち上がる、山形の板状をなしている。雄側固定部２５の
先端付近には後述する締結用ボルト１１０（締結部材の一例）を挿通するための雄側ボル
ト挿通孔２６が設けられている。この雄側ボルト挿通孔２６には、孔の内周面を覆うよう
に、例えば銅や鉄等の金属からなるカラー２７が嵌め入れられている。
【００３３】
　雄側シェル３０は、アルミダイキャスト製であって、雄側ハウジング１１の前方側を覆
う前方筒状部３１（遮蔽部の一例）と、後方側を覆う後方筒状部３２とが連結壁３６（第
１接続部の一例）により一体とされた、全体として前後方向に貫通する筒状をなしている
。
【００３４】
　より詳細には、図３に示すように、前方筒状部３１は、端子収容部１２よりやや前方側
（第１リブ１８Ａの後端）付近から、雄側固定部２５を含む端子収容部１２の前方部分を
覆っており、後方筒状部３２は、前方筒状部３１の後端縁から縮径する方向に段差状をな
して端子収容部１２の後方部分全体を覆っている。これら前方筒状部３１と後方筒状部３
２とを一体的に連結する連結壁３６は、雄側ハウジング１１の雄側固定部２５の背面に沿
って配される。
【００３５】
　前方筒状部３１は、雄側固定部２５および端子収容部１２を内側に嵌め入れることが可
能な正面視略三角形状をなしており、その一対の側壁の下端縁には、幅方向に延びて例え
ばケース等の被固定部に固定される一対の固定片３３が設けられている。これらの固定片
３３には、ボルト（図示せず）を貫通させるための固定孔３４が設けられている。
【００３６】
　また、前方筒状部３１の底壁には、前方に向けて開放されるとともに前後方向に沿って
延びるガイド凹部３５が、内側から外側に向けて窪むように設けられている。雄側シェル
３０（前方筒状部３１）に雄側ハウジング１１を嵌め入れる際には、雄側ハウジング１１
のガイド部２２がガイド凹部３５に嵌め入れられることにより、両者の姿勢がガイドされ
る。このガイド凹部３５の底部（上面）とガイド部２２の下面との間には隙間ができる寸
法に設定されており（図３参照）、この隙間に、後述する雌側ハウジング６１のガイド片
７２が挿入されるようになっている（図３ないし図５参照）。
【００３７】
　前方筒状部３１は、雄側コネクタ１０と雌側コネクタ６０とが嵌合された状態（図５参
照）において、後述する雌側固定部７５の背面に配される立壁８２の周囲を覆う位置まで
延びる寸法に設定されている。すなわち、雄側ハウジング１１に雄側シェル３０が外嵌さ
れた状態においては、前方筒状部３１の先端は、雄側固定部２５よりも前方側に突出して
いる（図３参照）。
【００３８】
　前方筒状部３１と後方筒状部３２を連結する連結壁３６のうち、雄側ハウジング１１の
雄側ボルト挿通孔２６に対応する位置には、シェル側ボルト挿通孔３７が設けられており
、その内周面には、後述する締結用ボルト１１０のねじ山（締結部の一例）と螺合可能な
ねじ溝（被締結部の一例）が形成されている。雄側ハウジング１１の雄側ボルト挿通孔２
６に取り付けられたカラー２７の背面は、このシェル側ボルト挿通孔３７の周縁部に突き
当てられる。
【００３９】
　また、連結壁３６のうち、このシェル側ボルト挿通孔３７の周辺領域および端子収容部
１２の周辺領域を除く領域には前面側に肉抜き３８が設けられており、壁厚が薄くなって
いる。
【００４０】
　一方、後方筒状部３２には、周方向に延びる薄肉部３９が設けられており、雄側ハウジ
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ング１１に雄側シェル３０が外嵌された後、かしめリング４９が圧着されるようになって
いる。また、雄側ハウジング１１の一対のロックアーム２１の係止爪２１Ａに対応する位
置には、当該係止爪２１Ａを収容して端縁部に係止させるための切欠部（図示せず）が設
けられている。この切欠部は、係止爪２１Ａが端縁部に係止された際に、ロックアーム２
１先端部が後方筒状部３２の後端縁から突出しない切り欠き深さに設定されている。
【００４１】
　一方雌側コネクタ６０は、図９に示すように、合成樹脂製の雌側ハウジング６１（第２
ハウジングの一例）と、この雌側ハウジング６１を覆う導電性の雌側シェル８０（第２シ
ェルの一例）と、シールド電線１００に接続された雌側端子９０と、インターロック端子
４５に接続されるショート端子９５と、を備えてなる。
【００４２】
　雌側ハウジング６１は、図３に示すように、内部に一対の雌側端子９０を収容するキャ
ビティ６３を備えた端子収容部６２と、この端子収容部６２を外側から覆って雄側ハウジ
ング１１を内嵌する雌側フード部６５と、を備える。
【００４３】
　端子収容部６２は、雄側ハウジング１１の内側フード部１５Ｂ内に嵌合可能な一対の略
円柱状とされており、その後端が後壁６７と一体とされている。
【００４４】
　雌側端子９０は前後方向に細長い形状をなし、後端はシールド電線１００に接続され、
前方側は、雄側コネクタ１０のタブ状の端子接続部４１を受け入れて電気的に接続される
筒状の端子接続部９１とされている。雌側端子９０は、ランスによりキャビティ６３内に
抜け止め保持されている。
【００４５】
　端子収容部６２のキャビティ６３の後方側には、雄側ハウジング１１と同様に、シール
ド電線１００が収容される一対の電線挿通孔６４が連設されている。シールド電線１００
にはゴム栓１０１が外嵌されており、このゴム栓１０１の複数条の外側リップが電線挿通
孔６４の内周面に密着することにより、シールド電線１００の外周面と電線挿通孔６４の
内周面との間が液密状にシールされ、電線挿通孔６４の内部への浸水が抑制されるように
なっている。
【００４６】
　端子収容部６２は、前方側（図３の右側）が径が小さい径小部６２Ａとされ、後方側が
径小部６２Ａより外側に張り出した径大部６２Ｂとされた段差状とされている。径小部６
２Ａと径大部６２Ｂとの間の段差部には、前方側から外嵌された雌側シールリング６８が
突き当てられており、この雌側シールリング６８は、同じく前方側から外嵌されたリテー
ナ６９により抜け止めされている。この、端子収容部６２と、雌側シールリング６８と、
リテーナ６９とが組み付けられてなる部分は、雄側フード部１５内に内嵌される内嵌部７
４とされている。
【００４７】
　また、雌側ハウジング６１の後壁６７には、一対の端子収容部６２に並んで、インター
ロック用ハウジングを嵌め入れるための収容凹部７０が後方に向けて窪んで設けられてお
り、この収容凹部７０内に、ショート端子９５の接続部が前方に向けて突出するように保
持されている。ショート端子９５は略Ｕ字形状の金属板からなり、雄側コネクタ１０と雌
側コネクタ６０との嵌合に伴ってインターロック端子４５に中継端子４６を介して接続さ
れる。
【００４８】
　端子収容部６２を覆う雌側フード部６５は、後方側が径が小さい径小部６５Ａとされ、
前方側が径小部６５Ａより径が大きい径大部６５Ｂとされた段差状をなしている。この径
小部６５Ａと径大部６５Ｂとの間の段差部６６は、雄側ハウジング１１が嵌合された際に
、第１リブ１８Ａを雌側フード部６５内に収容可能な位置に設定されている。
【００４９】
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　雌側ハウジング６１の段差部６６には、後方に向けて延びる片持ち状のロックアーム７
１が、雌側ハウジング６１の上面および下面側に各一対ずつ、計４つ設けられている。こ
れらのロックアーム７１は、後述する雌側シェル８０をロックするためのものである。こ
れらのロックアーム７１は、雌側ハウジング６１の後方側から雌側シェル８０が外嵌され
るのに伴って端子収容部６２の径方向の内側に撓み変形し、雌側シェル８０が正規位置に
到達した際に弾性復帰して先端側に設けられた係止爪７１Ａが雌側シェル８０の後端縁を
係止するようになっている。
【００５０】
　雌側フード部６５の下端の中央部には、前方に向けて片持ち状に延びるガイド片７２が
設けられている。このガイド片７２には前後方向に延びる溝部７３がガイド片７２を貫通
して設けられており、全体として縦長のＵ字形状をなしている。このガイド片７２は、上
述したガイド凹部３５に進入可能な幅寸法に設定されている。
【００５１】
　雌側ハウジング６１は、雌側シェル８０と固定するとともに雄側ハウジング１１との嵌
合状態を保持するための雌側固定部７５（第２固定部の一例）を備えている。雌側固定部
７５は、雌側フード部６５の先端縁の上面から径方向の外側（上方）に向けて３本の脚部
７５Ａにより立ち上がっており、全体としては、上述した雄側固定部２５とほぼぴったり
重なる山形の板状とされている。雌側固定部７５には、雄側固定部２５の雄側ボルト挿通
孔２６と対応する位置に、締結用ボルト１１０（締結部材の一例）を挿通するための雌側
ボルト挿通孔７６が設けられている。この雌側ボルト挿通孔７６には、孔の内周面を覆う
ように、例えば銅や鉄等の金属からなるカラー７７が嵌め入れられている。
【００５２】
　雌側シェル８０もアルミダイキャスト製であって、全体として前後方向に開口する略長
円形の筒状をなしている。雌側シェル８０は、雌側ハウジング６１の雌側フード部６５の
周囲を覆う筒状部８１と、筒状部８１の前端から上方に立ち上がる立壁８２（第２接続部
の一例）と、を備える。この立壁８２は、雌側固定部７５の背面に沿って配される山形の
板状に形成されている。立壁８２のうち、雌側固定部７５の雌側ボルト挿通孔７６に対応
する位置には、同じく、雌側シェル８０用のシェル側ボルト挿通孔８３が設けられている
。
【００５３】
　また、筒状部８１の後端縁は径方向の内側に向けて屈曲された形態をなす抜止壁８４と
されている。さらに、抜止壁８４のうち雌側ハウジング６１のロックアーム７１に対応す
る位置は、ロックアーム７１の先端部の通過を許容するように切り欠いた切欠部８５とさ
れている。雌側シェル８０は、ロックアーム７１の先端に設けられた係止爪７１Ａにより
、雌側ハウジング６１に装着状態に保持される。
【００５４】
　なお、筒状部８１の外周には、雌側ハウジング６１に雌側シェル８０が外嵌された後、
かしめリング９９が圧着されるようになっている。
【００５５】
　上述した雄側コネクタ１０および雌側コネクタ６０は、導電性の締結用ボルト１１０に
より嵌合状態が保持されるようになっている。本実施形態で使用される締結用ボルト１１
０は、六角頭のフランジ付きボルトであって、その軸部１１２は、頭部１１１側から順に
、基部１１２Ａ，径大部１１２Ｂ，ねじ形成部１１２Ｃ，先端部１１２Ｄの４つの領域に
分かれている。より詳細には、基部１１２Ａおよび先端部１１２Ｄの径は比較的小さく、
径大部１１２Ｂおよびねじ形成部１１２Ｃの径は比較的大きく設定されており、ねじ山は
、ねじ形成部１１２Ｃだけに形成されている。このねじ山は、雄側シェル３０のシェル側
ボルト挿通孔３７内に形成されたねじ溝と螺合可能とされている。また、径大部１１２Ｂ
およびねじ形成部１１２Ｃの外径は、雄側固定部２５のカラー２７および雌側固定部７５
のカラー７７の内径よりも若干小さく設定されている。
【００５６】
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　上述した本実施形態のシールドコネクタＣは、次のように組み立てられる。
【００５７】
　まず、カラー２７および中継端子４６が保持された雄側ハウジング１１に、雄側シール
リング２０およびインターロック用ハウジング４３を組み付け、後方側から、予めシール
ド電線５０と接続した雄側端子４０をキャビティ１３内に挿入する。この時、シールド電
線付き雄側端子４０を、かしめリング４９および雄側シェル３０に予め挿通しておく。雄
側端子４０はキャビティ１３内の正規の位置まで押し込まれると、ランスにより抜け止め
される。また、シールド電線５０に外嵌されたゴム栓５１の複数条のリップが電線挿通孔
１４の内周面に押し当てられ、防水性が図られる。
【００５８】
　次に、雄側ハウジング１１の後方側から雄側シェル３０を外嵌させる。この時、雄側ハ
ウジング１１のガイド部２２が雄側シェル３０のガイド凹部３５に嵌まり込むとともに、
雄側固定部２５が前方筒状部３１の内周面に沿って進入することにより、両者の嵌合姿勢
が正規姿勢にガイドされる。
【００５９】
　またこの時、雄側ハウジング１１の一対のロックアーム２１が雄側シェル３０の後方筒
状部３２により径方向の内側に向けて弾性変形される。そして雄側ハウジング１１が雄側
シェル３０の奥方まで進入し、正規の嵌合位置に達すると、ロックアーム２１の先端の係
止爪２１Ａが後方筒状部３２を通過し、弾性復帰して、雄側シェル３０の切欠部内の後端
縁に係止する。これにより、雄側ハウジング１１は雄側シェル３０内に抜け止め状態で保
持される。またこの状態において、カラー２７は連結壁３６に突き当てられている（図３
参照）。
【００６０】
　最後に、雄側シェル３０の後端（後方筒状部３２）にかしめリング４９を外嵌させ、圧
着する。これにより、雄側コネクタ１０が完成する。
【００６１】
　一方、カラー７７およびショート端子９５が保持された雌側ハウジング６１のキャビテ
ィ６３内に、予め雌側シェル８０およびかしめリング９９に挿通したシールド電線付き雌
側端子９０を挿入する。雌側端子９０はキャビティ６３内の正規の位置まで押し込まれる
と、ランスにより抜け止めされる。また、シールド電線１００に外嵌されたゴム栓１０１
の複数条のリップが電線挿通孔６４の内周面に押し当てられ、防水性が図られる。
【００６２】
　次に、雌側ハウジング６１の前方から、端子収容部６２の径小部６２Ａに、雌側シール
リング６８およびリテーナ６９を順に外嵌させる。雌側シールリング６８は、径小部６２
Ａと径大部６２Ｂとの間の段差部と、リテーナ６９との間に挟まれ、抜け止め状態に保持
される。
【００６３】
　次に、雌側ハウジング６１の後方側から雌側シェル８０を外嵌させる。この時、雌側ハ
ウジング６１の４つのロックアーム７１が雌側シェル８０の筒状部８１により径方向の内
側に向けて弾性変形される。そして雌側ハウジング６１が雌側シェル８０の奥方まで進入
し、正規の嵌合位置に達すると、ロックアーム７１の先端の係止爪７１Ａが筒状部８１の
切欠部８５を通過し、弾性復帰して、雌側シェル８０の後端縁（切欠部８５内）に係止す
る。これにより、雌側ハウジング６１は雌側シェル８０内に抜け止め状態で保持される。
またこの状態において、カラー７７と立壁８２との間に後述するＣリング１２０を挿入可
能な僅かな隙間が形成されている。
【００６４】
　最後に、雌側シェル８０の後端にかしめリング９９を外嵌させ、圧着する。これにより
、雌側コネクタ６０が完成する。
【００６５】
　このようにして組み立てられた雄側コネクタ１０および雌側コネクタ６０を嵌合させる
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際には、まず、図３に示すように、締結用ボルト１１０の軸部１１２を、雌側コネクタ６
０の後方側からシェル側ボルト挿通孔８３および雌側ボルト挿通孔７６のカラー７７内に
奥方まで貫通させる。この時、軸部１１２の先端部１１２Ｄは径が小さく設定されている
から、シェル側ボルト挿通孔８３内に比較的容易に挿入することができる。そして、導電
性のＣリング１２０を立壁８２と雌側固定部７５との間の隙間に押し込んで、締結用ボル
ト１１０の軸部１１２に引っ掛ける。
【００６６】
　次に、雄側コネクタ１０および雌側コネクタ６０の嵌合面同士を対向配置して近づけ、
雌側コネクタ６０の内嵌部７４と雌側フード部６５との間の隙間に、雄側コネクタ１０の
雄側フード部１５を嵌め入れる。
【００６７】
　すると、雌側ハウジング６１のガイド片７２が、雄側ハウジング１１のガイド部２２と
雄側シェル３０のガイド凹部３５との間の隙間に進入し、これにより、両者の嵌合姿勢が
ガイドされる。この時、ガイド片７２は係止爪２３により下方に押し下げられつつ前方に
進み、係止爪２３がガイド片７２の溝部７３まで達したところで弾性復帰し、その先端（
溝部７３の端縁部）が係止爪２３に係止される（図４参照）。
【００６８】
　この状態において、締結用ボルト１１０の軸部１１２は、雄側ボルト挿通孔２６のカラ
ー２７を貫通し、その先端部１１２Ｄが雄側シェル３０のシェル側ボルト挿通孔３７内に
進入した状態とされている。また、軸部１１２のねじ形成部１１２Ｃの前端が、シェル側
ボルト挿通孔３７内（ねじ溝）に到達する直前あるいは突き当たる状態とされている。
【００６９】
　またこの状態において、雄側コネクタ１０と雌側コネクタ６０とは、係止爪２３とガイ
ド片７２の溝部７３との係止（係止機構の一例）により、簡単に離脱しない抜け止め状態
に保持されている。また、締結用ボルト１１０のねじ形成部１１２Ｃの前端がシェル側ボ
ルト挿通孔３７のねじ溝に突き当たるから、そのままでは嵌合は進行しないようになって
いる。
【００７０】
　次に、締結用ボルト１１０の頭部１１１を回転操作して、ねじ形成部１１２Ｃのねじ山
をシェル側ボルト挿通孔３７内に形成されたねじ溝と螺合させる。これにより、雄側コネ
クタ１０と雌側コネクタ６０とは正規の嵌合状態となるまで嵌合され、嵌合が完了した状
態では、雌側シェル８０の立壁８２と、Ｃリング１２０と、雌側ハウジング６１の雌側固
定部７５と、雄側ハウジング１１の雄側固定部２５と、雄側シェル３０の連結壁３６とが
共締めされ、密着した状態とされる（図５参照）。
【００７１】
　この状態においては、雌側シェル８０と雄側シェル３０とは、締結用ボルト１１０を介
してのみならず、互いに接触する導電性のＣリング１２０、カラー７７、カラー２７を介
して互いに導通接続されている。
【００７２】
　このような本実施形態のシールドコネクタＣによれば、雄側固定部２５および雌側固定
部７５が、連結壁３６および立壁８２の間に挟まれた状態で締結用ボルト１１０により共
締めされている。すなわち、雄側ハウジング１１と雄側シェル３０、および、雌側ハウジ
ング６１と雌側シェル８０は、それぞれボルト締結により互いに組み付けられているから
、各ハウジングとシェルとの間でがたつきが生じ難い。
【００７３】
　また、雄側ハウジング１１および雌側ハウジング６１間も締結用ボルト１１０により締
結されているから、これらのハウジング１１，６１間の嵌合状態もより強固なものとなり
、耐振性に優れる。
【００７４】
　しかも、これらの組み付け作業は一本の締結用ボルト１１０を締め付けるだけで済むか
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ら、従来のように、各シェルを各ハウジングに別々の締結部材により組み付け、その後、
シェル同士をさらに別の締結部材により組み付ける構成と比較して、作業性に優れる。
【００７５】
　また、雄側固定部２５および雌側固定部７５の各ボルト挿通孔２６，７６には、それぞ
れ導電性のカラー２７，７７が設けられており、締結用ボルト１１０はこれらのカラー２
７，７７を貫通する構成とされているから、雄側シェル３０と雌側シェル８０とは、締結
用ボルト１１０を介してのみならず、カラー２７，７７を介しても導通接続されることと
なる。すなわち、シールド性能の信頼性が高くなる。
【００７６】
　また、雄側ハウジング１１および雌側ハウジング６１に、これらのハウジング１１，６
１の嵌合方向と交差する方向に立ち上がる雄側固定部２５および雌側固定部７５を設け、
これら固定部２５，７５を雄側シェル３０の連結壁３６および雌側シェル８０の立壁８２
で挟持する構成とされているから、シールドコネクタＣ全体の構成および組み付け作業性
を簡単にすることができる。
【００７７】
　また、雄側シェル３０の前方筒状部３１は、雄側固定部２５および雌側固定部７５の周
囲（嵌合部の径方向における外側）を覆っているから、導通接続部分のシールド性能の信
頼性が高い。
【００７８】
　さらに、締結用ボルト１１０のねじ形成部１１２Ｃに形成されたねじ山が雄側シェル３
０のシェル側ボルト挿通孔３７の内周面に形成されたねじ溝に螺合される以前の状態にお
いて、雄側ハウジング１１と雌側ハウジング６１とは、係止爪２３がガイド片７２の溝部
７３に係止することにより抜け止め状態に保持されるから、締結用ボルト１１０の締め付
け作業が行われる以前に雄側ハウジング１１および雌側ハウジング６１が離脱することが
抑制され、組み付け作業性が向上する。
【００７９】
　＜他の実施形態＞
　本明細書に開示される技術は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定される
ものではなく、例えば次のような実施形態も技術的範囲に含まれる。
【００８０】
　（１）上記実施形態では、雄側シェル３０および雌側シェル８０をアルミダイキャスト
製としたが、シェルの材料および製造法は上記実施形態に限るものではない。例えば、ア
ルミ以外の銅等の金属材料で形成したり、プレス加工で製造したりしてもよい。
【００８１】
　（２）上記実施形態では、カラー２７，７７を固定部２５，７５のボルト挿通孔２６，
７６に圧入して嵌め入れる構成としたが、インサート成形により設ける構成としてもよい
。あるいは、カラーは省略してもよい。
【００８２】
　（３）上記実施形態では、締結用ボルト１１０をシェル側ボルト挿通孔３７に設けたね
じ溝と螺合（締結）させる構成としたが、例えば、ナット等の締結部材を新たに設けて締
め付ける構成としてもよい。
【００８３】
　（４）固定部２５，７５の構成は上記実施形態に限るものでなく、例えば、嵌合方向に
沿った方向に延びるように設けてもよい。
【００８４】
　（５）上記実施形態では、雄側シェル３０の前方筒状部３１（遮蔽部）により固定部２
５，７５の周囲を覆う構成としたが、必ずしも覆う必要はない。
【００８５】
　（６）上記実施形態では、ガイド片７２の溝部７３と係止爪２３の係止により、雄側ハ
ウジング１１および雌側ハウジング６１を抜け止め状態に保持させる構成としたが、この
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【符号の説明】
【００８６】
１０：雄側コネクタ
１１：雄側ハウジング（第１ハウジング）
２２：ガイド部
２３：係止爪（仮係止機構）
２５：雄側固定部（第１固定部）
２６：雄側ボルト挿通孔
２７：カラー
３０：雄側シェル（シールドシェル、第１シェル）
３１：前方筒状部（遮蔽部）
３２：後方筒状部
３５：ガイド凹部
３６：連結壁（第１接続部）
３７：シェル側ボルト挿通孔
４０：雄側端子
６０：雌側コネクタ
６１：雌側ハウジング（第２ハウジング）
７２：ガイド片
７３：溝部（仮係止機構）
７５：雌側固定部（第２固定部）
７６：雌側ボルト挿通孔
７７：カラー
８０：雌側シェル（シールドシェル、第２シェル）
８２：立壁（第２接続部）
８３：シェル側ボルト挿通孔
９０：雌側端子
１１０：締結用ボルト（締結部材）
１１２：軸部
Ｃ：シールドコネクタ
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